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京
都
市
会
で
は
５
月
定
例
会

に
お
い
て
平
成
21
年
度
補
正
予

算
を
決
定
、
さ
ら
に
６
月
臨
時

会
で
国
の
追
加
経
済
対
策
に
盛

り
込
ま
れ
た
交
付
金
な
ど
を
活

用
し
た
３
百
億
円
を
超
え
る
補

正
予
算
案
を
審
議
致
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
次
の
３
つ
の
柱
か

ら
な
る
、
過
去
10
年
で
最
大
規

模
の
補
正
予
算
案
で
す
。

　

①「
産
業
・
観
光
振
興
、
金
融
・

雇
用
対
策
な
ど
京
都
経
済
を
支

え
る
施
策
」

　

②「
市
民
生
活
の
安
心
安
全

と
子
育
て
支
援
・
学
校
の
充
実
」

　

③「
Ｄ
Ｏ　

Ｙ
Ｏ
Ｕ　

Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
？ 

環
境
モ
デ
ル
都
市
・

京
都
」
の
推
進
」

　

自
民
党
市
会
議
員
団
は
、
緊

急
の
課
題
に
迅
速
か
つ
機
動
的

に
対
応
す
べ
く
、
全
力
で
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
「
議
員
団
ニ
ュ
ー
ス
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
私
た

ち
の
考
え
を
市
民
の
皆
様
に
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
か

ら
の
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
と

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。（
４
面
に
関
連
記
事
）

全
力
で
政
務
調
査
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

市会議場正面に勢ぞろいした自由民主党京都市会議員団

「
補
正
」三
つ
の
柱

「
補
正
」三
つ
の
柱

「
補
正
」三
つ
の
柱

〒604-8571
京都市中京区河原町御池
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皆さんのご意見・ご要望を
お寄せ下さい
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右
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之
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右
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山
元
あ
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右
京
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田
中
明
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（
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西
村
義
直
（
西
京
区
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高
橋
泰
一
朗
（
伏
見
区
）

繁　

隆
夫
（
伏
見
区
）

橋
村
芳
和
（
伏
見
区
）

自
民
党
京
都

市
会
議
員
団

10年来で最大10年来で最大

選
出
行
政
区
順

.
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田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）Ｊ

Ｒ
京
都
駅
南
口
駅
前
広
場
の
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
計
画

を
策
定
す
る
と
言
わ
れ
な
が
ら
、

い
ま
だ
実
現
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

駅
前
に
複
合
商
業
施
設
の
「
ヴ
ィ

ノ
ワ
」
が
開
業
さ
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

立
体
横
断

施
設
の
見

通
し
も
示

さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

駅
前
広
場

整
備
を
今

度
こ
そ
完

遂
さ
せ
る

と
い
う
市

長
の
決
意

を
お
聞
か

せ
く
だ
さ

い
。

　

門
川
大

作
市
長（
答

弁
）Ｊ
Ｒ

京
都
駅
の
南
口
駅
前
広
場
整
備

は
、
京
都
市
民
は
も
と
よ
り
観
光

客
も
待
望
し
て
お
ら
れ
ま
す
、
必

ず
実
現
さ
せ
る
と
い
う
強
固
な
決

意
の
も
と
に
、
京
都
未
来
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
み
ま
し

た
。
広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、

今
年
度
中
に
計
画
を
策
定
し
、
南

部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
に

つ
な
が
る
駅
前
広
場
を
不
退
転
の

決
意
で
実
現
し
て
参
り
ま
す
。

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
市

長
は
突
然
「
佛
教
大
学
と
の
公
民

協
力
に
よ
り
、
市
立
看
護
短
期
大

学
を
４
年
制
化
す
る
」
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
要
す
る
に
、
看
護

短
期
大
学
の
廃
止
と
佛
教
大
学
の

新
設
す
る
看
護
学
科
へ
教
員
の
引

継
ぎ
で
す
。
市
民
・
関
係
者
の
意

見
を
聴
か
ず
、
候
補
大
学
の
公
募

も
せ
ず
、
ま
た
、
佛
教
大
学
の
入

学
生
だ
け
を
対
象
と
し
た
奨
学
金

制
度
を
創
設
す
る
な
ど
、
公
平
性

や
透
明
性
に
欠
け
、
問
題
が
多
く

あ
り
ま
す
。
市
長
と
し
て
説
明
責

任
を
果
た
す
べ
き
で
す
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
立

看
護
短
期
大
学
の
４
年
制
化
は
早

期
の
取
組
が
必
要
で
す
が
、
学
生

確
保
が
厳
し
い
状
況
下
で
は
私
学

と
の
競
合
で
は
な
く
共
存
・
共
栄

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
佛
教
大
学
だ
け
が
看
護
短
期

大
学
の
教
員
の
受
け
入
れ
と
一
か

ら
の
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
が
可
能

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

基
本
合
意
に
至
っ
た
の
で
、
直
ち

に
発
表
し
ま
し
た
。
今
後
、
佛
教

大
学
の
建
学
精
神
と
看
護
短
期
大

学
の
伝
統
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
融
合
さ

せ
、
よ
り
高
度
な
教
育
環
境
を
提

供
し
て
参
り
ま
す
。
奨
学
金
は
、

他
の
私
学
の
４
年
制
看
護
学
科
生

も
対
象
と
す
る
よ
う
検
討
を
し
て

参
り
ま
す
。

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
南
区
）

京
都
駅
南
口
広
場
整
備
急
げ

京
都
駅
南
口
広
場
整
備
急
げ

市民、観光客からも整備が待望されている京都駅南口駅前広場

未
来
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に

代
表
質
問
５　
　

月

定
例
市
会

市
立
看
護
短
期
大
学

４
年
制
化
問
題
多
い

年
度
内
に
計
画
策
定

・ 平成21年度の組織改正

・ 人材活性化策と職員の
　 モチベーション向上策

・ 市立看護短期大学の４年制化

・ ごみ収集業務のサービス
　 維持と改善

・ 京都駅南口駅前広場の整備

・ らくなん進都の今後の取組

・ コミュニティセンターの見直し

田中セツ子議員の質問項目

　

平
成
21
年
５
月
市
会
定
例
会
に

お
い
て
、
一
二
〇
年
の
歴
史
と
伝

統
あ
る
第
75
代
市
会
議
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
の
進
展
、
市
民
の
皆

様
の
要
望
の
多
種
多
様
化
・
高
度

化
に
伴
い
、
執
行
機
関
と
の
相
互

の
抑
制
と
均
衡
に
よ
り
京
都
市
政

の
運
営
を
担
う
議
会
が
果
た
す
役

割
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
大
き
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
京
都
市

会
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
の
皆
様
の
信
頼
と
負
託
に
応

え
る
べ
く
不
断
の
努
力
を
し
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
は
行

政
の
監
視
役
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政

策
を
提
案
し
て
い
く
存
在
と
な

り
、
時
代
に
即
応
し
た
議
会
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り
の
政
策

立
案
能
力
の
更
な
る
向
上
等
に
努

め
、
市
民
意
見
を
的
確
に
反
映
し

た
政
策
立
案
機
能
や
調
査
機
能
を

発
揮
し
、
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
市

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
市
政
発
展
の

た
め
、
門
川
市
長
と
良
い
意
味
で

の
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
自
民

党
京
都
市
会
議
員
団
を
は
じ
め
と

す
る
市
会
議
員
と
と
も
に
誠
心
誠

意
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

ま
す
。
議
員
一
人
ひ
と
り
の
政
策

立
案
能
力
の
更
な
る
向
上
等
に
努

め
、
市
民
意
見
を
的
確
に
反
映
し

た
政
策
立
案
機
能
や
調
査
機
能
を

発
揮
し
、
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
市

会
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

た
め
、
門
川
市
長
と
良
い
意
味
で

党
京
都
市
会
議
員
団
を
は
じ
め
と

政策を　　　
提案していく

存在に

政策を　　　
提案していく

存在に

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

拡
大
は
、
京
都
市
に
お
い
て
も
感

染
者
が
確
認
さ
れ
る
に
至
り
、
小

中
学
校
、
大
学
の
休
校
な
ど
、
市

民
の
皆
様
の
日
常
生
活
に
大
き
な

支
障
が
生
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
加
え
て
、市
内
の
中
小
企
業
、

と
り
わ
け
観
光
業
界
の
方
々
に
は

甚
大
な
損
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
修
学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
ぎ
、
そ
の
損
失
額
は
2
0
億

円
に
も
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
自
民
党
京
都
市
会
議

員
団
と
致
し
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
市
民
、
観
光
客
の
皆
様
の
い

の
ち
と
健
康
を
守
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
観
光
業
界
の
方
々
へ
の
経

営
支
援
に
つ
い
て
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
京
都
市
の
財
政

は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は

ご
承
知
の
と
お
り
か
と
存
じ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
私

た
ち
議
員
団
は
門
川
市
政
を
支
え

る
責
任
あ
る
市
会
第
一
党
と
し

て
、
市
長
と
共
に
知
恵
を
絞
り
、

さ
ら
に
は
市
民
の
皆
様
の
お
知
恵

も
お
借
り
し
な
が
ら
、
一
体
と

な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
対
す
る
厳
し
い
ご

意
見
、
ご
批
判
を
厳
粛
に
受
け
止

め
、
総
力
を
挙
げ
て
市
議
会
で
活

発
な
議
論
を
行
い
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
信
託
に
こ
た
え
て
参
り
ま

す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま

す
。

は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は

ご
承
知
の
と
お
り
か
と
存
じ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ
、
私

た
ち
議
員
団
は
門
川
市
政
を
支
え

る
責
任
あ
る
市
会
第
一
党
と
し

て
、
市
長
と
共
に
知
恵
を
絞
り
、

さ
ら
に
は
市
民
の
皆
様
の
お
知
恵

も
お
借
り
し
な
が
ら
、
一
体
と

な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
に
対
す
る
厳
し
い
ご

意
見
、
ご
批
判
を
厳
粛
に
受
け
止

市民の　　　 
信頼に応える

第一党

市民の　　　 
信頼に応える

第一党

第
75
代
京
都
市
会
議
長

繁　

隆
夫

自
由
民
主
党

京
都
市
会
議
員
団
長

田
中
セ
ツ
子
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加
地　

浩
議
員
（
質
問
）
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ
い

て
、
先
々
の
こ
と
も
含
め
て
、
万

全
の
準
備
・
対
策
を
と
り
、
市
民

及
び
京
都
を
訪
れ
る
観
光
客
の

方
々
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、い
か
が
で
す
か
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
本
市

で
は
、
平
成

17
年
度
か
ら

い
ち
早
く
新

型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策

に
取
り
組

み
、
本
年
４

月
に
は
政
令

市
で
初
め
て

と
な
る
「
京

都
市
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
」

を
策
定
す
る

な
ど
、
今
日

の
事
態
が
発

生
す
る
前
か

ら
万
全
の
備
え
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
今
回
、
私
を
本
部
長
と
す

る
危
機
管
理
本
部
を
立
ち
上
げ
、

危
機
管
理
体
制
に
移
行
す
る
と
と

も
に
、
京
都
市
立
病
院
に
お
い
て

発
熱
外
来
を
開
設
し
、
併
せ
て
発

熱
相
談
セ
ン
タ
ー
の
電
話
回
線
の

増
設
、
検
査
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
10
箇
所
の
医
療
機

関
を
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
協
力

病
院
と
し
て
確
保
し
て
お
り
、
今

後
の
状
況
の
変
化
に
も
対
応
で
き

る
万
全
の
備
え
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
全
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、
市
民
と
観
光
客
の
皆
様

の
い
の
ち
と
健
康
を
し
っ
か
り
と

守
り
、御
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う
、

積
極
果
敢
に
、
最
善
の
対
策
を
講

じ
て
参
り
ま
す
。

　

加
地　

浩
議
員
（
質
問
）
里
親

の
一
時
的
な
休
息
・
息
抜
き
の
制

度
と
し
て
「
レ
ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
」

の
実
現
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
を

別
の
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、関
係
者
と
も
十
分
調
整
し
て
、

早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
井
豊
嗣
子
育
て
支
援
政
策
監

（
答
弁
）
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

里
親
登
録
者
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
は
、
積
極
的
な
市
民
へ
の
広

報
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本

市
に
よ
る
支
援
の
仕
組
み
を
一
層

充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
里
親
の
皆
さ
ん
に
ゆ

と
り
を
持
っ
て
児
童
の
養
育
を
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
一
時
的

な
休
息
の
た
め
の
援
助
で
あ
る
レ

ス
パ
イ
ト
・
ケ
ア
に
つ
い
て
年
内

に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　

加
地　

浩
議
員
（
質
問
）
子
ど

も
た
ち
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
被

害
者
に
し
な
い
の
と
同
時
に
、
加

害
者
に
も
し
な
い
た
め
、
学
校
に

お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
よ
り

一
層
の
充
実
が
、
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

高
桑
三
男
教
育
長
（
答
弁
）「
情

報
モ
ラ
ル
指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

と
、
具
体
的
な
指
導
例
を
示
し
た

モ
デ
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
・
地
域
で
も
簡
単
に
活
用
で

き
る
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

致
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
小
学

校
４
年
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
全

児
童
生
徒
・
保
護
者
に
配
布
し
て

い
る
携
帯
電
話
の
利
用
の
注
意
点

等
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

活
用
と
合
わ
せ
て
、
家
庭
・
地
域

と
の
連
携
を
一
層
深
め
、
子
ど
も

た
ち
に
「
情
報
を
正
し
く
安
全
に

利
用
す
る
力
」
を
育
て
る
情
報
モ

ラ
ル
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

新型インフル
常に備え万全

加
地　

浩
議
員
（
北　

区
）

積極果敢に最善の対応

市
民
や
観
光
客
に
安
心
感
を

市
民
や
観
光
客
に
安
心
感
を

レ
ス
パ
イ
ト・ケ
ア

早
期
実
現
を
望
む

　

田
中
セ
ツ
子
議
員
（
質
問
）
油

小
路
沿
道
を
中
心
と
す
る
ら
く
な

ん
進
都
は
、
南
部
創
造
の
ま
ち
づ

く
り
の
先
導
地
区
と
し
て
、
幹
線

道
路
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
や
企

業
立
地
は
一
定
の
進
展
が
見
ら
れ

ま
す
が
、緑
も
少
な
く
殺
風
景
で
、

公
共
交
通
の
利
便
も
十
分
と
は
言

え
ず
、
開
発
が
遅
れ
て
い
る
印
象

を
受
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
市
民

も
目
に
見
え
る
変
化
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
お
答

え
下
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
ら
く

な
ん
進
都
に
お
い
て
は
、
も
の
づ

く
り
拠
点
の
顔
を
見
せ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
う
る
お
い
に
満
ち
た
都

市
空
間
の
創
造
や
公
共
交
通
の
充

実
と
い
う
点
で
は
、
今
な
お
課
題

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
具

体
的
な
成
果
目
標
を
掲
げ
、
企
業

立
地
の
促
進
は
も
と
よ
り
、
街
路

樹
の
充
実
や
新
た
な
緑
化
助
成
等

に
よ
る
魅
力
的
な
ま
ち
な
み
の
創

出
、
京
都
駅
と
直
結
す
る
バ
ス
の

導
入
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

情
報
モ
ラ
ル
教
育

 

一
層
の
充
実
図
る

・ 新型インフルエンザ対策

・ 里親への支援

・ 国民健康保険事業の運営

・「環境モデル都市・京都」の
　 地球温暖化対策

・「木の文化を大切にするまち・
 　京都」の実現

・ 不登校対策

・ 情報モラル教育

加地浩議員の質問項目

電話の応対に忙しい24時間対応の発熱相談センター

常　任　委　員　会 予算・決算特別委員会

経
済
総
務

く
ら
し
環
境

教
育
福
祉

ま
ち
づ
く
り
消
防

交
通
水
道

市
会
運
営
委
員
会

普　

通　
　

公
営
企
業
等

委
員
長

委
員
会

委　

員

副
委
員
長

田
中
明
秀
加
地　

浩
田
中
明
秀
田
中
英
之
橋
村
芳
和

西
村
義
直

寺
田
一
博

井
上
与
一
郎

繁　

隆
夫
寺
田
一
博
西
村
義
直

津
田
大
三

津
田
大
三
富
き
く
お
中
村
三
之
助

山
元
あ
き

𠮷
井
あ
き
ら

内
海
貴
夫
大
西　

均
田
中
セ
ツ
子
𠮷
井
あ
き
ら

小
林
正
明

田
中
英
之

加
藤
盛
司
小
林
正
明
下
村
あ
き
ら
高
橋
泰
一
朗

巻
野　

渡

巻
野　

渡

加
地　

浩
津
田
大
三
寺
田
一
博
橋
村
芳
和
巻
野　

渡
山
本
恵
一

大
西　

均

山
本
恵
一

加
地　

浩
田
中
明
秀
田
中
セ
ツ
子

津
田
大
三
橋
村
芳
和
山
本
恵
一

井
上
与
一
郎

繁　

隆
夫
田
中
英
之
富
き
く
お
中
村
三
之
助

西
村
義
直
山
元
あ
き

内
海
貴
夫
加
藤
盛
司
小
林
正
明
下
村
あ
き
ら

高
橋
泰
一
朗

寺
田
一
博
巻
野　

渡
𠮷
井
あ
き
ら

自民党議員の所属委員会

※普通特別委員会の委員左欄は
　第１分科会、右欄は第２分科会
※市会運営委員会の巻野議員、
　橋村議員は理事

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員　

高
橋
泰
一
朗

人

権

擁

護

委

員

委

員　

加
地
浩
、
田
中
英
之
、
津
田
大
三

都
市
計
画
審
議
会
委
員　

大
西
均
、
小
林
正
明
、
高
橋
泰
一
朗
、
中
村
三
之
助

市
会
議
長　

繁　

隆
夫　
監
査
委
員　

内
海
貴
夫

委員氏名は50音順

下村あきら氏が自民党市会議員団に
　西脇尚一自民党市会議員の急逝に伴う京都市

会議員下京区補欠選挙が３月29日に投開票され

無所属新人の下村あきら氏が初当選、4月14日付

で自民党市会議員団に入会しました。

.

.

「
ら
く
な
ん
進
都
」の
今
後
の
取
り
組
み
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古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

女
性
や
子
育
て
世
代
を
応
援
し
ま
す

市民の暮らしに直結！！

今、ここにある“危機”と“不安”から脱出！！

300
億
円
超
す

６
月
補
正
予
算
成
立

　

京
都
市
会
で
は
６
月
22
日
に

臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
国
の
追

加
経
済
対
策
に
盛
り
込
ま
れ
た

交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た
３
百

億
円
を
超
え
る
補
正
予
算
案
に

つ
い
て
審
議
致
し
ま
し
た
。
今

回
の
補
正
は
昨
年
秋
以
降
の
経

済
危
機
へ
の
対
応
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
及
ぼ
し
て
い
る

影
響
へ
の
速
や
か
な
対
策
な
ど

を
柱
と
し
た
も
の
で
、
定
額
給

付
金
の
支
給
な
ど
す
で
に
実
施

中
の
施
策
に
加
え
て
さ
ら
に
具

体
的
な
景
気
対
策
を
実
行
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
景
気
対
策

の
補
正
予
算
を
早
期
に
成
立
さ

せ
る
た
め
に
６
月
に
臨
時
会
が

招
集
さ
れ
た
の
は
52
年
ぶ
り
、

ま
た
、
３
百
億
円
を
超
え
る
補

正
額
は
過
去
10
年
間
で
最
大
規

模
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○子育て応援特別手当を第１子にも支給
（平成２１年度のみ）

小学校就学前３年間の子（平成１５年４月２日～
平成１８年４月１日生まれまで）を対象として一人あ
たり３６,０００円の手当を支給。

平成２０年度２月補正予算では対象
者が第２子以降と限定されていまし
たが、対象年齢を第１子にも拡大し
て改めて実施されます。

○特定不妊治療費助成の拡大
治療にかかる助成限度額が１回
１０万円→１回１５万円に引き上
げられます。
（助成は年度あたり２回まで、通
算５年度まで利用できますが、
限度額の引き上げは平成２１年
度に限った措置です）

○高等技能訓練促進費の拡充
　（母子家庭に対する資格取得支援）
母子家庭の母の自立のための職業資格取得に係る
給付費の支給額を引き上げるとともに、平成２３年
度までに修学している方については、支給対象期
間を修学している全期間に拡大します。
給 付 額：市民税非課税世帯
　　　　　月額１０３,０００円→月額１４１,０００円
　　　　　市民税課税世帯
　　　　　月額 ５１,５００円→月額 ７０,５００円
給付期間：修学期間の１／２→全期間

○新たに始まる「学習支援給付」
生活保護世帯の子どもの参考書などの購入やクラ
ブ活動に要する費用を平成２１年７月分から給付開
始します。

○女性特有のがん検診の推進
特定の年齢に達した女性に対し
て子宮頸がん及び乳がん検診に
ついて無料受診券と検診手帳を
送付、女性特有のがん検診の受
診促進を図るとともに、がんの
早期発見と正しい健康意識の普
及啓発を行います。
（無料受診券の有効期間：平成
２１年８月１日～平成２２年３月３１
日、ただし、平成２１年４月１日まで遡って適用さ
れます）
対象年齢（平成２０年度中に下表に示す対象年齢
になった女性）

○待機児童解消へ…保育園整備を行います
保育所待機児童解消のために保育所の新設、増
改築を行い保育所定員の拡大を図ります。

今
回
の
補
正
予
算
で
は
市
民
の
皆
様
の
生
活
支
援
に

直
結
す
る
具
体
的
な
施
策
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
か
ら
特
に
子
育
て
世
帯
や
女
性
に
対
す
る
支

援
を
中
心
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

年齢　　　　　生　年　月　日
２０歳　昭和６３年４月２日～平成元年４月１日
２５歳　昭和５８年４月２日～昭和５９年４月１日
３０歳　昭和５３年４月２日～昭和５４年４月１日
３５歳　昭和４８年４月２日～昭和４９年４月１日
４０歳　昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日
４０歳　昭和４３年４月２日～昭和４４年４月１日
４５歳　昭和３８年４月２日～昭和３９年４月１日
５０歳　昭和３３年４月２日～昭和３４年４月１日
５５歳　昭和２８年４月２日～昭和２９年４月１日
６０歳　昭和２３年４月２日～昭和２４年４月１日

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

行政区 保育所名 定　員 整備完了年度
下京区 西七条保育園 120名→150名 平成２２年度
南　区 東和保育園 60名→90名 平成２２年度
伏見区 淀白鳥保育園 120名→140名 平成２１年度
伏見区 フジの会保育園（仮） 60名（新設） 平成２２年度

 学習支援費 一人当たりの月額
 小学生 ２,５６０円
 中学生 ４,３３０円
 高校生等 ５,０１０円


